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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は、荘園制に代わり「村町制」が先進的に成立する畿内の社会構造を重視する立場に立ち、室町幕府
から織豊政権への転換期に位置する三好政権の実態を解明しようとするものである。 
 序章「戦国期畿内の権力研究の問題点」における研究史整理では、従来の畿内の権力論が低調であった原因
として、幕府や守護研究が社会構造と切り結べていない点を指摘した。そのため、なぜ統一政権が畿内に本拠
地をおいて成立するのか説明できないとした。 
 第１部「国人編成と地域形成」では、細川・三好・織田政権の地域支配のあり方を、摂津国を中心に考察し
た。第１章「細川京兆家の摂津支配」では、摂津における「上郡」「下郡」「欠郡」という中世後期特有の地域
呼称の成立と、細川京兆家の内衆編成が京都に最も近い「上郡」の国人を対象に進むことを明らかにした。第
２章「摂津における三好氏の地域支配」では、三好氏の支配拠点である越水城と芥川山城の性格の相違を明ら
かにするとともに、「下郡一職」という新しい地域支配権が創出されることを論じた。第３章「荒木村重の摂津
一職支配」では、荒木村重の支配を織田信長からの権限付与と、三好長慶以来の「一職支配」の拡大から考察
し、その反乱を在地支配の問題から位置づけた。第４章「十河一存と三好氏の和泉支配」では、細川氏段階の
複数の守護所（政治拠点）が、三好氏により岸和田城に統一されることを論じた。補論「三好氏の権力基盤と
阿波国人」では、三好氏領国が長慶を中心として幕府や朝廷に直接対峙する「三好本宗家」と、実休を中心に
阿波国の在地領主を基盤とする「阿波三好家」という二元構造をもつことを論じた。 
 第２部「畿内・大阪湾地域における三好政権の構造と展開」では、三好政権の性格を畿内社会の特質から考
察した。第１章「大阪湾の港湾都市と三好政権 ―法華宗を媒介に―」では、当初三好氏は兵庫津・尼崎・堺
の有力な法華衆を介して大阪湾に進出するが、後に都市共同体に文書を直接発給し代官を設置する方式へ展開
することを解明した。第２章「戦国期大阪湾地域の都市・宗教・権力」では、浄土真宗と法華宗の拡張に対す
る細川氏や三好氏の対応を、都市・流通支配の側面から位置づけた。第３章「三好政権の畿内支配とその構造」
では、裁許制度から村町制への対応や国人連合からの公的権能の吸収を考察し、三好政権が幕府に代わる公権
として成立するとした。補論「三好政権と将軍・天皇」では、朝廷が現職の足利将軍を無視し、三好氏と直接
関係を構築し始めることを論じた。 
 終章「結論と展望」では、従来、守旧性から語られてきた戦国期畿内における武家権力の評価に対し、三好
政権が都市・流通政策や在地支配の面で革新的性格を有し、武家権力を質的に転換させる先駆けとなったこと
をまとめた。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、16世紀中葉、京都を掌握し、摂津・河内・和泉・大和などの畿内諸国から、さらには丹波・播磨・
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讃岐・阿波・伊予など西国の一部を領国とした三好政権をとりあげ、その歴史的性格を、地域社会構造との関
連に留意しつつ、家臣団編成、統治方式、裁判権の所在などの諸側面から解明しようとした意欲作である。 
 本論文は、２部で構成されている。第一部では、摂津国を中心に、和泉・阿波などにおける国人（有力な在
地領主）の統合の具体的あり方を、地域社会の特色と関連づけて検討している。第二部では、摂津・和泉・河
内など大阪湾沿岸地域の都市・村落、宗教のあり方と、それに対応する三好政権の支配構造を分析するととも
に、三好氏と室町将軍・天皇との関係を論じている。 
 第一部第一章「細川京兆家の摂津支配」では、15・16世紀における摂津国上郡、下郡それぞれの国人の存在
形態を具体的に明らかにするとともに、細川京兆家（摂津国守護）が彼らをどのようにして統合したかについ
て論じている。摂津国においては、律令制以来の枠組みとは異なる上郡・下郡という地域統合ができあがって
いたことをつかみ出すとともに、その上郡・下郡の間で地域社会のあり方に相違があり、また下郡の成立は上
郡よりかなり遅れるという顕著な段階差があることを明らかにしたことは重要である。これは、三好政権の支
配の地域的枠組みの前提を解明するものでもある。 
 第二章「摂津における三好氏の地域支配」は、三好氏が拠点とした越水城・芥川山城などの統合拠点として
性格を解明するとともに、池田氏・伊丹氏・有馬氏ら国人領主の地域支配との相互関係について論じているが、
越水城が西宮を膝下とすることで下郡の中心の地位を得たのに対し、芥川山城は上郡の中心というに止まらず、
京都に代わって畿内全域に号令する拠点としての位置づけにあったという興味深い分析結果を示している。ま
た、三好氏が摂津国西部を支配する際に編み出した「下郡一職」という支配原理の発見も重要な成果である。 
 第三章「荒木村重の摂津一職支配」は、池田氏の家臣から頭角をあらわした荒木村重が、織田信長から任さ
れた「摂津一職」支配の具体像を詳細に明らかにするとともに、一向一揆とのかかわりの中で反信長挙兵にい
たる背景を解明したものである。これまでの村重謀反について村重個人の動機による説明とは異なり、その社
会的背景に迫る鋭い指摘が注目される。さらに、「下郡一職」から「摂津一職」への遷移は、中世から近世への
支配の展開を見通す指摘となっている。 
 第四章「十河一存と三好氏の和泉支配」は、三好氏の一族である十河一存による和泉国の支配のあり方を解
明したものである。和泉国においては、堺・岸和田という二つの都市と十河氏・松浦氏の重層的な支配のかか
わりを示した。第一～三章の摂津の事例と対照的に提示されることで、三好政権の支配の多様性、地域社会へ
の適応力をいっそう浮き彫りにするものとなっている。 
 補論「三好氏の権力基盤と阿波国人」は、三好之長、三好元長以来、三好氏が編成してきた阿波国人の具体
的あり方を解明するとともに、三好長慶の畿内進出後も三好実休が阿波国人を独自に権力編成していたことを
分析している。中世文書がきわめて少なく、戦国期の実態がほとんど未解明であった阿波国の武士の動向を、
畿内の史料から解明する画期的研究として評価できる。地域の実情に対応させて三好政権が権力編成を機能的
に展開したことを示唆する重要な研究である。 
 第二部第一章「大阪湾の港湾都市と三好政権」では、兵庫・尼崎・堺などの港町に法華宗寺院が広く展開し
ていたことを前提にして三好政権が法華宗に接近し、同宗寺院を介して都市共同体への影響力を行使していた
ことを明らかにした。特に法華宗のなかでも日隆門流が西国の流通拠点の多くに進出していたことに着目した
ことは卓見である。三好氏はやがて法華宗以外の浄土真宗などとも深い関係を結ぶようになることにも目配り
しており、その評価は的確である。 
 第二章「戦国期大阪湾地域の都市・宗教・権力」は、荘園制的な流通構造を掌握することで都市支配をおこ
なった細川氏を継承して、三好氏が（経済的な）本拠地である飯盛山城から大坂、尼崎、兵庫、堺などの港湾
都市を結ぶことで政権の基盤を築いた事実を解明している。当該期の大阪湾地域（摂津・河内・和泉国）では
国人、都市、宗教勢力などが複雑に結びつきながら地域社会を形成していたが、そうした中で三好政権が、宗
教勢力について、法華宗、浄土真宗やキリスト教まで包摂する支配秩序を構築しようとしていたことを明らか
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にしたことは重要である。 
 第三章「三好政権の畿内支配とその構造」では、まず三好政権が裁許制度を発達させることで、それまで国
人連合が担っていた地域における調整機能を吸収し、村を支配の基盤とする公権として成長していったことを
明らかにしている。また重要な港町には代官を派遣することで、重層的な都市共同体を支配の基盤として取り
込みつつ、その上位に自らを位置づけたこと、一族・家臣たちを本宗家の「内者」「家中」に編成して家臣団構
成を再編したことなどを解明し、幅広い側面から政権としての特質を論じている。本章は、第一部・第二部を
通しての総論的な章であり、三好政権の歴史的性格を総合的に解明した注目すべき成果となっている。 
 補論「三好政権と将軍・天皇」では、三好政権が幕府機構や将軍の権威を必要としない支配のあり方を確立
する一方、朝廷と直接結びつくことで将軍の権威を克服する動向を示したことを明らかにしている。そして朝
廷は室町将軍に代わる政権として三好氏を認定する姿勢をとっていたという注目すべき判断をくだしている。
しかし、独自に諸国の大名を編成する論理を生み出すことはできず、その点に三好政権の限界性を見るという
判断も穏当である。 
 以上のように、本論文は、室町将軍や細川政権の限界性を克服した三好政権が、独自の支配論理をもとに地
域支配を展開し、織田政権に先行する権力として一段階を画していたことを明らかにした重要な研究である。
三好政権は、それぞれの地域における国人のあり方に応じた編成策を生み出す一方、中世において伝統的であ
った土地支配よりも都市・流通や宗教の掌握を重視したという指摘も重要である。このような形で三好政権の
実像を解明した本論文は、三好政権論、あるいは戦国期畿内政治史に大きな転換をせまるだけでなく、中近世
移行論にもインパクトを与えることが期待でき、高く評価できる。 
 引用史料の活用法にやや不十分な点があり、実証よりも理論的枠組みが先行する点に問題なしとしないが、
数千通におよぶ三好氏関係文書を整理し、地域ごとの支配の特徴を析出して新しい政権像を描きだした手法は
積極的に評価できる。 
 
 以上の所見により、本論文は、大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められる。 
